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リセではテーマがより多様になり，４つの分野に沿って12のテーマが設定されている。
人類学的領域：｢芸術，現実，想像｣，「芸術と聖なるもの｣，「芸術，身体．表現」
歴史的・社会的領域：「芸術と経済｣，「芸術とイデオロギー｣，「芸術，記憶，証言，
アンガージユマン
社会参ｶﾛ」
科学的･技術的領域:｢芸術，制約，実現｣，「芸術，科学と技術｣，「芸術，情報，コミュニケー
ション」
美学的領域：「芸術，芸術家，批評家，公衆｣，「芸術，趣味，美学」「芸術，理論と実践｣2５
コレージュにおける芸術史教育＊
2-3.教育実践の具体例
現場の教員たちは上記の要素をどのように連係させて，授業を組み立ているのか，幾つかの
具体例から検討することにしよう。まず紹介するのは，ムドン市，コレージュ．ラブレー第１
学年における芸術史教育のセカンス（学習単元）の事例である。
領域：明記されず
時代：紀元前５世紀
テーマ：《芸術，宗教，神話》、パリスの審判から出発して…
関連教科
歴史：古代ギリシャにおける神話の役割，神々の学習，アテネにおける民主制，日常生活
のオブジェ
24乃忽.,Ｐｐ８－ｌＯ，
錫乃ｊｄ、
26「芸術史教育ではいくつかの知識領域の結合が必要である。芸術史教育は３本の柱に依拠している。す
なわち，「時代区分｣，「芸術領域｣，そして初等教育においては「参照リスト｣，コレージユとリセにお
いては「テー マ別リスト」である。乃湿..Ｐ､３．
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フランス語：神話の物語，イメージの比較，一つのイメージを題材にした作文練習
美術：イメージの学習，媒体の学習，オブジェによる人物の表現，制作2７
トロイ戦争の原因とされているパリスの審判を中心にした学習単元（セカンスーSequence）
の例である。第１学年の歴史カリキュラムは古代ギリシヤ文明を扱っている28。また，「イリア
ス」と「オデユッセイア」はフランス語の学習項目である29。さらに，フランス語のカリキュ
ラムは，イメージの読解に関し，パリスの審判をテーマにした多数の美術作品の比較を推奨し
ている３０．一方，美術ではオブジェの学習が第６年級における中心的な学習テーマである31．こ
こから．パリスの審判をモチーフにした古代ギリシャの陶器の学習が可能となる。この例は，
３教科の連係により，古代ギリシャについて，多角的かつ集中的な学習が可能であることを示
唆している。生徒からすれば，単に古代ギリシャについて学ぶだけでなく，各科目の関連性を
感じることができる貴重な機会となり得よう。2009年９月１５日にソルボンヌの講堂で開催され
た芸術史教育施行にかんするシンポジウムで，国民教育省学校教育局長ジャンールイ・ナンブ
リーニ（当時）は，芸術史教育はこれまで教員が教えていたことに新しいことを加えるのでも，
何かを削るのでもなく，それを違った視点から眺めてみることなのだ，と述べている32．紹介
したセカンスは，授業内容の配置について科目間で調整するだけで，新たな教授方の展望が開
けうることを示唆している。
次に取り上げるのは，第３学年の印象派を中心としたセカンスである。ルーアン大学区が，
提案している。
幻このセカンスのスライドはヴェルサイユ大学区のサイトで紹介されている：＜http://www,histoire、
ac-versailles､fr/IMG/pdf7Jugement-de-Paris､pdf>,vule24janvier2015・
郡Ｂ､Ｏ､幼jcjtzﾉ／Programmesducollege：programmesdel'enseignementd'histoire-geographie-education
civique,ｎｏ６ｄｕ２８ａｏｄｔ２００８,ｐｐ､6-7.
29Ｂ､０．，ｓ'@‘〃ノ／Programmesducollege：programmesdel・enseignementdehFanCais,ｎｏ６ｄｕ２８ａｏｔｌｔ
2008,ｐ､５．
３０乃湿.,ｐ､６．「イメー ジの読解は，学年中に扱われるテクスト，テー マの準備，補助，延長において重要な
位置を占めている。第１学年では．教員は古代のテクスト群にかんする大変豊富な図像，および何世紀
にもわたるそれらの表象から〔教材を〕採集できる。同じく教員は，パリスの審判，トロヤの陥落．サ
イレーンとの出会い．バベルの塔の建造といった同じエピソードを表したイメージの比較・対照による
学習ができる。同一テーマの様々なヴァージョンを付き合わせることにより，芸術家の意図．作品の狙
いについて考えるよう生徒を導くことが出来る｡」
3ＩＢＯ.”､cねノ／Programmesducollege：programmesdel･enseignementd，artsplastiques,ｎｏ６ｄｕ２８
ａｏ口ｔ2008,ｐｐ６.「第1学年は，オブジェの理解，芸術・文化的視点からオブジェの表象のいくつかの側
面を学ぶことに費やされる｡」
狸InterventiondeJean･LouisNEMBRINI,directeurgeneraldel，enseignementscolaire[ａｌ，epoque]・interven‐
tionaucolloqueportantsur毎Ｌ，enseignementderhistoiredesartsさ''６coleprimaire,ａｕｃｏｌｌｅｇｅｅｔａｕ
ｌｙｃｅｅ簿,tenuenSorbonne､lel5septembre2009．
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領域：明記されず
時代：１９世紀
テーマ：《芸術，技術，表現》，芸術作品と技術の影響
関連教科
美術：モネを中心とする印象派，アカデミー派の絵画の学習，制作：フォトモンタージュ
による現代の印象派芸術
フランス語：フロベール『ボヴァリー夫人｣，ゾラ『人獣』，映画「人獣」
音楽：ドュビッシー「海｣，「野をわたる風｣，「沈める寺｣，オネゲル「パシフイック231」
地歴：橋，駅，金属の骨組み，工業時代の到来3３
美術のカリキュラムには，印象派への言及は見られない。しかし，第３学年ではイメージと現
実との関係を学ぶことになっている猟。一方，写真が普及し始めた時代とほぼ時を同じくして
生まれた印象派絵画の歴史的意義の一つは，現実を写し取る（ミメシス）役割から解放された
絵画と現実との関係を問い直すことにあった。まさしくこの意味において，印象派は第３学年
の美術で学ぶのに相応しい芸術運動と言えよう。また，「１９世紀における物語｣35,「工業化時
代｣36は，それぞれフランス語と歴史においては，重要な学習項目の一つである。他方，音楽
のカリキュラムには，学年ごとに学ぶべきジャンル．年代が明確に区分けされているわけでは
ない。さらに，芸術史教育では，生徒が地域の文化施設，文化遺産を訪れ．実物の芸術作品と
出会うこと，いわば生徒が暮らしている地域を再発見することが重視されている37ｏその意味
で，ルーアンの大学区が印象派にかんするセカンスを提案しているのは，カリキュラムの精神
に反映したものと理解できる。
郷このセカンスのスライドはルー アン大学区の以下のサイトで参照可能である：〈http://histoire-des，
arts､spip･ac-rouenfr/ＩＭＧ/pdf/SequenceHistoire-des-arts_thematique-impressionnisme-07-05-2010．
pdf>,vule24janvier2015・
猟Ｂ､０．”､cね/／Programmesducollege：programmesderenseignementd､artsplastiques,ｎｏ６ｄｕ２８
ａotlt2008,ｐｐ,６．「大量に存在するイメー ジは，青少年たちを魅惑している。イメー ジの発信源メディ
ア媒体．物質的性質の多様性を前に，第４学年の目標は生徒のイメージを分析し、解釈する能力を向上
させること．特に現実と直接繋がっているようでありながら，現実と複雑な関係を取り結んでいるイ
メージを分析し,解釈する能力のことにある.」
35Ｂ､Ｏ・”@ｃｍノ／Programmesducollege：programmesdel，enseignementdefranCais,ｎｏ６ｄｕ２８ａｏＵｔ
2008,ｐ,１０．
３６Ｂ,０.ＳＰｊｃね/／Programmesducollege：programmesderenseignementd'histoire-gもographie-education
civique：classedequatrieme,ｎｏ６ｄｕ２８ａｏｑｔ２００８,ｐ,31.
37芸術史教育を進めるにあたって，地方の文化行政との連係が重視される理由もここにある。「地方分権
における国の部局である，地方文化行政局（directionsregionaledesaffairesculturelles）は．国土のあ
らゆるレベルでパートナーシップを実現する上で．国民教育省サイドの当然の交渉相手である｡」“ｏｒ‐
ganisationderenseignementdel，histoiredesarts：ecole・College,lycee鯵.Ｂ,０.encart､ｎｏ３２ｄｕ２８ａｏｌｄｔ
2008,ｐ､１０．
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最後に紹介するのはデイジョン大学区が紹介しているセカンスである。このセカンスは，ブ
ルゴーニュ地方，ソーヌ・エ・ロワール県のエタン・シュール・アルーに位置する小村のコレー
ジュ第４学年で2009年度に実践された。
領域：視覚芸術，音の芸術
時代：２０世紀
テーマ：《芸術，国家，権力》，戦争，全体主義，民主主義の擁護，栄光の30年間
中心教科：地理歴史
参加教科：フランス語．美術．音楽，英語
６つの作品を２～３の科目から考察
「全線』（エイゼンシユタイン）：地歴，美術
『独裁者』（チャップリン，抜粋)：地歴，美術
「ケルニカ」（ピカソ）：地歴，美術
「パルチザンの歌｣，地歴，音楽
「サテイスフアクション」（ローリング・ストーンズ)，地歴，英語，音楽
ポスター（1950～60年代，電気製品，車)：地歴，美術
シャロン・シュール・ソーヌ市の写真博物館の見学（第一次世界大戦の写真見学，レポート
の提出)3８
テーマは「芸術，国家，権力」である。中心科目は地理・歴史であり，フランス語，美術，音
楽，英語の４科目が関連科目である。この事例では，作品が多岐に渡り，時代も２０世紀全体に
広がっており，的が絞りきれていないという印象は否めない。しかし，このセカンスで興味深
いのは。地域の文化施設の見学が組み込まれている点である。複数教科による事前学習を経た
後で，教室から飛び出し，地域の作品と実際に出会うことこそは芸術史教育のみが提供しうる
体験だからである。
３．フランス語教科書における芸術史
次に，コレージユ用フランス語教科書において芸術史教育がどのような位置を占めている
か,若干の考察を行う。まず，フランス語という科目と芸術史教育の関連について整理しよう。
そもそも，フランス語が担当する文学作品や演劇作品自体は芸術史教育がカバーする６つの領
域の中では，「言語の芸術」と「上演の芸術」に相当する。
３８このセカンスはディジョン大学区が開設する以下のサイトで参照可能である：＜http://histoire-geogra‐
phie､ac-dijon･fr/IMG/pd〃Propositions-seances-HDA-G-Balmont､pdf>,vule27janvier2015．
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また，1985年カリキュラムでは普き言葉，話し言葉の習熟と並んで，イメージの読解が最重
要の目標として重視されることになった。この目標は全教科に関わるものである39。しかし．
フランス語ではイメージの学習の占める重要性が特に大きかった。カリキュラムではその理由
を以下のように説明し，フランス語担当教員の役割を示している。
現代社会は多数多様な言説を産み出している。その最重要の媒体はイメージである。フ
ランス語教員は生徒がこの表現，コミュニケーションの方法に習熟するよう援助する。４０
フランス語固有の学習目標としては論理的思考に基づいた言語使用，教養の養成，学習方法の
確立があげられている。これらの学習目標とイメージの学習との関係は以下のように位置づけ
られている。
ディスクール
以上のように定義された３つの学習目標は関連している。言語の学習は言説の実践と
も，テキストを読み，書くことの習熟とも，また分析，解釈，構築の対象であるイメージ
の読解とも分離することはできない。論理的思考に基づいた言語とその用法，記号一般の
学習は精神と人格を体系的に養成する。４１
1985年カリキュラムはさらに，イメージの学習教材の例として「映画，テレビ番組,様々な視
聴覚作品（ドキュメンタリーおよびフィクション)｣42をあげている。
以後，今日までこの状況に変わりなく，イメージの学習はフランス語という科目の構成要素
の一つとして定着している。事実．1985年のカリキュラム対応版以降，多くの教科書では各章
ごとにイメージの学習にかんする欄をｌ～２頁設けるようになっている。
芸術史教育施行により，教科書の構成にどのような変化が確認できるだろうか。第１学年の
教科書を例に検討してみよう。主要教科書会社６社43が発行している2009年カリキュラム対応
の１学年用教科書七冊が調査対象である。これら七冊の教科書は，芸術史教育への対応の仕方
39「全教科が基本教科であり，生徒の養成に参与する。各科目によって，科目ごとの固有の目標を超えて，
最優先目標とされる３つの全体的に目標に達することが可能になる。すなわち，コレージュは論理的思
考の発展．話し言葉，書き言葉．イメージという３本柱の習熟，個人学習の習慣付けを，実現せねばな
らない｣，〈Arr6tedul4novembrel985fixantlesprogrammesdeclassedesixiもｍｅ,cinquieme･qua‐
triemeettroisiemedescolleges”dansMinistredel'educationnationale･ＣＯ"‘ｇＥ抄mg7tz加獅““j"s‐
”"c"0"ｓＪ９８ａＣＮＤＰ,1985,ｐ､１８．
４o〃..‘ｐ､２３．
棚乃jd.,ｐ､２４．
４２必jd.,ｐ､４９ｅｔ５２
４３もちろん，プラン（Belin)，ボルダス（Bordas)，アシェット（Hachette)，アチエ（Hatier)，マニャー
ル（Magnard)，ナタン（Ｎａthan）の6社である。
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によって，以下の３つの類型に分類可能である。
一つの類型は，芸術史教育の導入による変化がほとんど確認できない教科書である。これら
の教科書では，たとえ表紙には新カリキュラム施行・芸術史導入に対応した内容になっている
ことを思わせる文言が掲載され，芸術史にかんする頁が設けてあるにせよ，頁の構成や選択さ
れているイメージにおいて，従来と大きな変化が確認できないのである。さらに，古代から９
世紀というコレージュ第１学年に割り当てられている時代区分も尊重されていない。ボルダス
の「開かれた窓」シリーズ44やナタンの「文芸の大地」シリーズ45がこの類型に該当する。
もう一つの類型は，あるテーマ，たとえばギリシャ神話のパリスの審判や，「聖書」のバベ
ルの塔，あるいは「オデュッセイア」が語るサイレーンの誘惑といったテーマについて，異な
る時代に産み出されたイメージを比較する方針を採った教科書群である。プラン社の「目とペ
ン」シリーズ46,アシエツト社の「フランス語の色」シリーズ47,アチエ社の「青の岸辺」シリー
ズ48,マニヤール社の「文芸の庭」シリーズ49がこの類型に当てはまる。イメージの理解に歴史
的視点を取り入れようとしている点では評価できよう。しかし，このような形での芸術作品の
学習スタイルは，芸術史教育の導入以前からすでに実施されてきた。1985年のカリキュラムが
導入したイメージの学習に対応した教科書が採用してきたスタイルだからである。それゆえ，
これらの教科書は芸術史教育の導入に際し新たな対応を試みたとは言えないのである。
最後の類型は，あるテーマについて，関連する複数のテクスト・芸術作品を参照・比較する
ことによって，テーマへの理解を掘り下げようとする教科書である。今回の調査では，この類
型に当てはまるのは，唯一アシェット社の「インクの花」シリーズ50であった。同教科書では，
ホメロスの「イリアス｣，ウェルギリウスの『アエネーイス」や関連する歴史書の抜粋，さま
ざま絵画，彫刻の写真などが一章にまとめられている５１．パリスの審判からトロイ戦争，そし
てローマの建国に至るヨーロッパの土台ともいえる神話的物語の大枠が把握可能な構成に
なっている。芸術史教育の導入に際し，カリキュラムが定めたテーマ・時代区分に配慮しなが
ら，芸術史に特化した章を設けているのは，目下のところこの教科誉だけである。
44DanieleCERBRoN-EcEvIT(sousladirection).〃zz"“おげ,Paris：Bordas,coll.αFenetresouvertes”,２０１０，
３６０pp
45CatherineHARsetVeroniqueMARcHAIs,Ｆﾂｾz"ＦａｊＳ：趣彪ｓ６ｖ・Paris：Ｎａthan,coll・錘TerresdesLettres”’
2009,288pP
46FranCoiseLAGAcHE(sousladirection),厩”Ｃａ曲げ,Paris：Belin,coll.〈Ｌ'ceiletlaplume”，2009,360ｐｐ・
編OlivierHIMY,DominiqueARTAuD,EricBARJoLLEetalt.,ＬｇｓＣ”ん"応叱加"“たげ,Paris：Hachette，
2009.336ｐｐ・
綿HelenePoTELET(sousladirection).Ｆ""“おげ.Paris：Hatier,coll・aRivesbleues”,2010,384ｐｐ、
49CatherineBRIAT,Jean-MichelCARvoIs,CorinneDuRANDDEGRANGEsetalt.,Ｆ》zz"“ｊＳ６ｖ,Paris：Magnard，
coll.“Jardindeslettres”,2009,336pp
50ChantalBERTAGNAetFranCoiseCARRIER-NAYRoLLEs,Ｆ>zz"Ｃａ応げ,Paris：Hachette,coll.“Fleursd'encre鯵，
2010,368ｐｐ
５ｌ必jd.,ｐｐ､132-145.
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結論
以上の検討から，芸術史教育の導入は，大多数のフランス語教科書の構成に影響を及ぼして
いないことが確認できる。こうした事態は，部分的には教科書会社の関心の薄さ，対応の遅れ
などによって説明可能かもしれない。しかし，本質的には，芸術史教育の理念によるところが
大きいと考えられる。なぜなら，先程紹介した授業プランが示唆するように，少なくともコ
レージュにおける芸術史教育の根本的な狙いは，各科目が新たな内容を準備し，新しい教え方
に取り組むことではないからである。
むしろ，芸術史教育の本質は，異なる教科を担当する教員間の話し合いに基づき，あるテー
マについて担当科目としてできることを持ち寄る，言わばブリコラージュにあるからである。
フランス語現行カリキュラムにおける芸術史教育にかんする章の冒頭で，「フランス語の教員
は自らの技能を使って芸術史教育に貢献する。そのための特別な訓練は必要ない｣52ことがあ
えて強調されているのも，こうした意味で理解すべきであろう。
こうしたブリコラージュの精神を，コレージュにあり方について，行政サイドから近年発せ
られているデイスクールと照合することで，本稿の結論とする。2010年に公表された二本の報
告書，すなわち教育高等審議会（Hautconseildel，education）による「コレー ジュ｣．会計検
査院（Coursdescomptes）による，「全生徒の成功に対しての国民教育」はいずれも，「時間
と担当科目に基づいた教員の職業意識」の限界を指摘している。すなわち，ますます多様化
異質化する生徒を成功に導くには，決められた時間枠に担当科目の知識を伝達することが自分
たちの使命なのだ，という考え方を教員が改め，自らの使命，職業上のアイデンティティーを
再定義する必要があることを強調しているのである。すなわち，学習援助，生徒指導，チーム
を組んでの仕事などを教員の仕事の定義に含めるべきである，という提言である53。
里Ｂ､０．，ｓplcねノ／Programmesducollege：programmesderenseignementdefranCais,ｎｏ６ｄｕ２８ａｏｕｔ
2008,ｐ４．
５３「共通基礎〔知識・技能〕の考え方，さらにはコンピテンシーによるアプローチは，教員は単に知の伝
達だけに傾注するのではなく，全生徒による知の獲得にも傾注することを前提とする。この変遷は教育
実践にも反映されるべきである。いくつかの科目分野を統合することを志向する教育計画では，教員は
チームでの仕事に時間を割くことになる。この時間は，生徒を前にした授業時間とは別個だが．教員と
いう職業の一部をなす。それ故．教育高等評議会は，現状では1950年５月25日のデクレ以来通例となっ
ているように．教員の業務は生徒を前にした週ごとの授業時間数によってのみ定義されるべきではなく、
教員に課せられている任務の多様性を考感した上で定義されることを要望する。すなわち．授業時間（科
目ごと，科目間実習）ならびに，チームでの仕事（調整，学級運営会議など，学習支援．チュートリ
アル（課外活動，総括…）などである。そして，すでに多くのヨーロッパ諸国で実施されているように，
これらのさまざまな務めは，教員の時間割に含まれることが望ましい。教員の業務の再定義により．教
員が学校にいる時間は延長されることになろう。物理的な職場環境は，教員の仕事の新たな在り方に適
応せねばならない。教員は，学校で多様な任務にあたるべく，学校内に自らのワーキング・スペースを
持つべきである｡｣，Hautconseildel'education,ＬｇＣｂ"啄.Paris：Hautconseildel，education’2010,
ｐ４３.rapportdisponiblesur〈ｗｗｗ､hceducation､ｆｒ，,vuettelechargele29aoUt2011．
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確かに，これらの報告書が提言している教員の業務内容は．教育法典912条の「教員は生徒
の学校活動全体の責任者である｣認という文言によって，すでに明文化さていると考えること
もできよう。しかし，コレージュにおける教育実践の実情からすれば，教育法典の条項と現実
のあいだにある隔たりが小さくないことも否めない。科目の枠組みを超えて教員の協同を促す
さまざまな取り組みがコレージュで十分に成功しているといえる状況にはないからである。す
なわち，異なる科目を担当する複数の教員が協同して生徒の主体的な学習を指導する「発見の
径路（Itinerairededecouverte)」や，同じく担任が複数の教員だけでなく保護者とも連携を
とりながら学業困難を抱える生徒を支援する「教育成功のための個人プログラム（PPRE＝
Programmepersonneldereussiteeducative)」は55,十分な成果を上げているとは言えないの
である。
そして，こうした取り組みが成功しなかった大きな理由の一つには，逆説的ではあるが，こ
れらが科目ではなかったこと，すなわち教員が自らの基本的業務の一環と認知しなかったこと
によるのではないだろうか。
その点からすると，科目横断性を前提とする芸術史教育をブルヴェの成績評価の対象とした
ことの重要な意義の一つは，教員に新しい職業アイデンティティーを発見せることであると考
えられる。この点において，導入されたばかりの芸術史教育の今後の展開は中等教育のあり方
を考える重要な鍵であり，これからも更にきめの細かい，複眼的な調査・研究が要求される。
剥ｃｆＣｂ叱咋ノゼd脚cα"o〃／commenteparClaudeDuRAND-PRINBouRGNEetAndreLEGRAND,Paris：Litec，
coll.〈Ｃｏｄｅｃｏｍｍｅｎｔｅ鯵,2008,ｐ､331.
56教育成功のための個人プログラムについては，以下を参照のこと：飯田伸二「教育成功のための個人プ
ログラム（PPRE）：その理念とコレージュにおける実践｣，「フランス教育学会紀要｣，２２号．2010年，
１０１－１１４頁。
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